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単元：市民生活の変容と大衆文化（都市化の進展と市民生活）
キーワード：市民生活　大衆文化

【資料１】1930年（昭和5）頃の福井市絵図　　　　　　　　【資料２】昭和初期の福引景品
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（いずれも橋本伝右衛門家文書「永平寺大遠忌 (だいおんき)参拝団各位御優待」）デジタルアーカイブ福井へ

　　　　　

◆「デジタルアーカイブ福井へ」をクリックして「永平寺大遠忌参拝団各位御優待」のデジタル画像を閲覧しよう。

資料からの問い
問１　【資料１】の部分には、劇場・映画館が４つ描かれている。探してみよう。
問２　【資料１】以外の部分も閲覧し、当時の鉄道について現在とのちがいを挙げてみよう。
問３　【資料２】について、福井ならではの特徴は何か。気づいたことを挙げよう。





解答例
問１　加賀屋座、松竹館、福井劇場、中央館
[bookmark: _Hlk160888021]　　　※大正～昭和初期にかけて福井県内では映画館開業ラッシュで、1927年（昭和2）時点では県内で18館もあった。絵図に描かれた４つの映画館のうち、「加賀屋座」は元々寄席 (よせ)として明治時代に開業、ほか３つは常設の映画館として大正時代に開業した。当時の一般的な映画館が畳敷きであったのに対して、「福井劇場」はイス式の近代的な映画館であった。なお、絵図には描かれていないが、1928年（昭和3）に「福井松竹座」が開業（【資料1】の★付近、現在のテアトルサンクの前身）。1931年（昭和6）11月には日本映画初の本格的トーキー（音声つき映画）である『マダムと女房』が上映された。
問２　現在よりも鉄道の数が多い、現在は廃線となっている路線がある、など。
　　　※廃線路線の例：金津～永平寺門前、本丸岡～丸岡、鯖江～織田、武生～戸ノ口
問３　景品の１つに「永平寺参拝費」がある。また、「富士絹」や「絹紬」「人絹紋羽二重」など、当時福井で盛んに生産された絹織物（人絹織物）が景品となっている。
※1932年（昭和7）4月、世界最初の人絹専門の取引所として福井人絹取引所が設立された。

この資料から学んでほしいこと
・昭和初期の福井市周辺部の様子をイメージさせたい。大衆文化の普及や鉄道網の発達、都市化の進展が福井においてもみられたことを資料から読み取らせたい。

アーカイブズガイドはこちら！
【資料１、２】
「昭和初期の福井市鳥瞰図（永平寺参拝団向けの優待）」
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さらに深める
1928年（昭和3）に、福井県内初の百貨店として「だるま屋百貨店」（【資料1】の★付近、現在の西武福井店）が開業した。３年後の1931年（昭和6）1月には別館「コドモの国」が開館し、その専属として発足した歌劇団が「だるま屋少女歌劇」である。これらに関する資料はアーカイブズガイド「だるま屋少女歌劇関連資料」で紹介している。
[bookmark: _GoBack][image: ][image: ]
高田富文書「だるま屋少女歌劇 夢如花会 No.1」
福井県文書館文書「（だるま屋少女歌劇絵はがき）」

ふくいのアーカイブズを活用した教材集
令和６年３月22日公開
問合せ先：福井県文書館　学校連携担当
E-mail：bunshokan@pref.fukui.lg.jp
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